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◆ 

会社の掲げる「健康経営」と矛盾するかのように労働環境と労働条件は著しく低下しています。「融合と連携」の名の下に生産性向上だけがめざされ、社

員の健康を考える経営になっていません。そればかりか利用者の目線を無視し、経営の論理・経営側の理論による強者の論理が蔓延っています。鉄道という

公共交通機関をしっかりと守ることを通じ、人間らしく生きられる“人と社会に優しい社会”を築き上げていくべきです。 

◆ 

会社は『安全計画２０２８』の中で「想定外も想像して安全を先取る」と明記しましたが、打ち出される数々の施策は、真に想定外も想像しているのか甚

だ疑問です。ワンマン運転の拡大は、想定外が想像されて打ち出された施策でしょうか。相次ぐ地震やゲリラ豪雨、強大な台風の増加など、日々の生活の中

でも“いのち”が危険に晒される機会が増えており、想定外を想像するのであれば、異常時を想定した施策こそが、特に必要ではないでしょうか。 

◆ 

日本航空123便御巣鷹山墜落事故から39年を迎えました。当時のJALも労組役員を差別し、第２組合づくりに勤しみ、安全よりも労組対策偏重によ

って労働者の分断を引き起こしました。ジョブローテーション異動や統括センター化によって退職や心身の不調で休職に追い込まれている仲間がいます。

このまま黙っていては、安全・サービスレベルはますます低下し、働く社員にとどまらず利用者の“いのち”をも奪いかねません。安全な鉄道と地域から

信頼される真の公共交通としての JR東日本を再びつくり上げるため、企業権力に屈することなく職場からのさらなるたたかいをつくり出しましょう。 
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を行った後の 

全体討論で職場実態が発言される! 

 日本航空123便が御巣鷹山に墜落した事故から39年を迎えた8月12日、中央本部は北とぴあ飛鳥ホールにて〔“いのち”を守る！鉄道業の専門性を重視した人間力・現場力が

蓄積された「鉄道人」の自覚と責任ある行動を実践し、社会から信頼される安全な鉄道を実現する８・12集会〕を開催しました。本集会には、組合員のみならず輸送サービス労組

運動に共感し共創するJTSU議員懇談会の議員の方々も参加し、延べ390名が結集しました。 

 集会では、①「新たなジョブローテーション」実態調査報告、②首都圏における長編成ワンマンに対する取り組み報告、③安全・サービスに対する問題提起ののちに全体討論を

行いました。この全体討論では、16名の仲間から発言され、様々な会社施策によって生み出されている職場の実態や発生している問題点の解決をめざして取り組んだ職場からの実

践、鉄道業としてあるべき姿についてなど、多岐に渡りました。 

 現在、JR東日本では事故・事象の本質に迫らなかった結果、同じ事故・事象を繰り返しています。そして、三大労災が相次ぎ発生するなど、JR東日本の安全体質が問われる危機

的状況となっています。また「新たなジョブローテーション」「融合と連携」「統括センター化」によって、鉄道業として必要な専門性を蔑ろにするばかりか、効率化を優先するあ

まり現場・利用者に大きな負担を押し付けています。地域と社会から必要とされる安全第一の鉄道をめざし、すべての職場から運動を推し進めることを全参加者で確認しました。 

■  

⚫ 

『JR東日本が働く者が主役になれる会社として再スタートを切る』さらには『事故・事象の連鎖に歯止めをかけ、安全な鉄道を走らせるために JR東日本の経営の

質を糺し、働きがい・生きがい・心の豊かさが実感でき、真の笑顔と活気あふれる職場を私たちの手で取り戻す』その決意を確認し、現経営陣が進める経営方針に物

言い、職場活動に対して処分を出す会社に抗う意味で２０２４年８月12日は輸送サービス労組の歴史に残る重要な１日になる。 

鉄道事業にとって『“いのち”を預かる労働』ということは当たり前の考え方だが、内房線や新幹線での感電事故に対する書類送検などを見ても明らかなように、常

に鉄道事業者には大きな責任が付きまとう自覚と責任を改めて考える必要がある。JR 東日本の安全性の再確立を実現させ、地域と社会に必要とされる JR 東日本を

創造するために組織一丸となってこの現実に立ち向かっていく。 

⚫ 

 乗務中のタブレットによる動画視聴の対策として乗務員室でのタブレッ

トの平置きを禁止し、客室から見えるよう立てて置くように指導が徹底さ

れたが、これは社員の勤怠管理を利用者に委ねているということ。社員管

理の放棄、安全面から考えると鉄道会社としての安全マネジメントを放棄

したと言え、企業としての経営責任の放棄だ。 

会社は不慣れなお客さま・ 障害を持つお客さまに対し、その方々の近く

にいる利用者に手助けをお願いする「声かけサポート運動」を実施してい

るが、このことと同質だ。サービスについても利用者に委ね、経営の最重

要課題であるサービスについても放棄している。このことが、今の「みど

りの窓口閉鎖」の問題にも現れている。私たちが安全を考え、安全性再確

立のために運動をつくり出すためには、会社の質を糺すことが第一に据え

られなければならない。 

⚫ 

長編成ワンマン運転はコストダウンを優先した施策であり、会社の利益と利用者の“い

のち”を天秤にかけている経営に対して、鉄道労働者として責任を持ってこの事態に立

ち向かわなければならない。南武線で導入されるTIMSモニターでのドア扱いは何個も

画面を見て、次々と確認する連続した作業となり、運転士の業務量さらには負担が膨大

になる。それで安全な作業体制など確立できるはずがない。ワンマン運転による運転士

の負担は非常に大きく、これ以上の負担が強いられれば、健康被害も想定される。今後

のスタンダードにしないために、地本とも連携して交渉等を強化していく。 

現在、ワンマン運転に対して反対する声、車掌の必要性を訴える意見投稿が多く寄せ

られている。利用者目線に立った行動と、現場で働く者が見抜く安全上の問題などにつ

いて世論も味方につけて議論していくことが必要。沿線自治体議員への資料配布やタウ

ンミーティングなども活用し、経営者目線ではなく、利用者目線の列車運行をめざして

運動を組み立てていく。 

⚫ 

 ジョブローテーション撤廃に向けては世の中にその問題性を大きく訴え

るために、議員・市民団体・マスコミ・有識者に現状を訴えながら広く運

動をつくり上げていく。８月５日には ILO駐日事務所との意見交換が実現

し、JR東日本が行った脱退勧奨・組合差別の事実、そして勝利を全組合員

と確認した脱退パワハラ訴訟の経過について ILO駐日事務所の担当者に説

明し、事実を知ってもらうことができた。ＪＲ東日本が行った企業犯罪を

糺し、正常な JR 東日本グループの実現に向けた新たな一歩を踏み出した

ことから、今後は ILOのアドバイスも踏まえて取り組みを強化していく。 

最近では団体交渉の形骸化も目立って行われており、それらの不当労働

行為の事実を積み上げることも ILOに訴える武器となる。ジョブローテー

ション撤廃に向けて、仲間同士で支え合い、歯を食いしばりながら奮闘し

てきた輸送サービス労組の団結力をもって、これからも立ち向かっていく。 

⚫ 

 ７月 31 日に公表されたＪＲ東日本の第１四半期決算は、単体で営業収

益は昨年比109.4％、四半期純利益は175％、725億円の純利益を計上

した。私たちの努力はもちろん、夏季手当を出し渋ったことでＪＲ東日本

は儲かっている。絶対に取り戻さなければならない。安全は安心した生活

を送ることができて初めて確立することができる。 

たたかう労働組合の必要性を感じた人たちが集まってこの輸送サービス

労組は結成された。そして、職場を基本につくり出す輸送サービス運動に

よって未来を切り拓いていくことを議論し、未来ビジョンも打ち出してき

た。この力をさらに職場から大きくつくり出し、この現実を変革するため

のたたかいに挑んでいこう！ 

 分会で安全集会を開催した。今後は職場討議資料を作成し、乗務員職場とはどうあるべきかの議論を深めてい

く。 

 要員減は現場で働く者だけでなく、地域の利用者が困ることになる。沿線自治体の議員が連携を深めれば、大き

な力になる。 

 相次ぐ体調不良の対策を求めても会社は本質的な問題に向き合わない。他職場とも連携して安心して乗務でき

る環境をつくり出していく。 

 会社の掲げた統括センター化によって働きがいが失われることがあって良いはずがない。対話と職場改善にこ

だわり、組織強化と拡大でジョブローテーション施策の撤廃に向け、たたかいをつくり出していく。 

 会社はワンマン運転で発生した事象を隠そうとしている。分会としてワンマンモニターの視認性に関してアン

ケートを実施し、多くの運転士が不満を持っている現状が明らかになった。 

 ワンマン運転に関する団体交渉で会社は、ホームドアの検証結果すら回答できないにも関わらず「会社が決め

たことがベスト」と発言した。ワンマン運転を運転士だけの問題に切り縮めず、一人ひとりの労働条件・生活・

家族に関わる問題だと議論してきた。 

 利用者を置き去りにした減便による混雑で遅延が常態化するなか、無理な回復運転について分会で議論し、

安全第一を掲げて組合員と実践してきた。 

 企画業務に集中するあまり本来やるべき鉄道オペレーションに集中できていない。しかし、会社は企画業

務に集中していたために発生した事象であることを絶対に認めない。“いのちを守る業務”という自覚を育

む教育とその体制が必要だ。 

 車掌との兼務を希望したにも関わらず異動を慫慂された。挑戦や意欲、新たな価値創造といった施策本来

の目的は破綻していることが明らかになった。 

 職業体験での営業列車乗車は、想定外を想像して安全を先取りどころか、想定されるリスクにすら向き合

おうとしていない。「必要な措置を講じたから大丈夫」というが正常性バイアスに陥っている。 

 稼ぐことが安全をも上回り、本質を掘り下げる想像力・技量が著しく劣化している。 

 ジョブローテーション撤廃を求めるビラ配布を実施。外に打ち出し広めることで、担った組合員も運動の

正しさを実感した。ジョブローテーション撤廃に向けてできることを全て取り組む。 

 「みどりの窓口手当」の新設について議論を深めている。また、カスハラについても実態調査を行い、世論

にも訴えていく。手当・働く環境の改善で働きがい・魅力ある駅職場をつくり出していく。 



 

 


